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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第２四半期連結
累計期間

第36期
第２四半期連結
累計期間

第35期
第２四半期連結
会計期間

第36期
第２四半期連結
会計期間

第35期

会計期間

平成20年
４月１日から
平成20年
９月30日まで

平成21年
４月１日から
平成21年
９月30日まで

平成20年
７月１日から
平成20年
９月30日まで

平成21年
７月１日から
平成21年
９月30日まで

平成20年
４月１日から
平成21年
３月31日まで

売上高（千円） 6,892,2116,132,3433,702,5873,155,78513,931,132

経常利益（千円） 564,444 441,415 410,873 361,1061,231,162

四半期（当期）純利益（千円） 329,273 201,854 238,799 155,565 558,482

純資産額（千円） － － 6,390,4726,733,9876,658,264

総資産額（千円） － － 8,997,9928,907,0199,278,296

１株当たり純資産額（円） － － 958.57 1,017.741,006.32

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
47.70 30.52 34.90 23.52 82.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 71.0 75.6 71.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
106,858△218,398 － － 720,729

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△32,547△416,460 － － 81,063

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△375,205△164,618 － － △440,710

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,907,3642,769,8633,569,341

従業員数（人） － － 1,869 1,853 1,854

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税及び地方消費税（以下、消費税等という。）は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第36期第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を

適用しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,853    

　（注）  従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、常用パートを含んでおります。）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員は含み、常用パートは除いております。）は除いて

おります。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,305    

　（注）　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員は含み、常用パートは除いております。）は除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（平成21年7月１日から
平成21年9月30日まで）

前年同四半期比（％）

システムコア開発事業（千円） 921,409 77.0

アプリケーションソフトウェア開発事業（千円） 705,296 80.7

ネットワークサポート事業（千円） 1,192,569 98.4

情報処理事業等（千円） 227,767 94.0

合計（千円） 3,047,042 86.4

　（注）１．金額は販売価格で表示しており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（平成21年7月１日から
平成21年9月30日まで）

前年同四半期比（％）

アプリケーションソフトウェア開発事業（千円） 16,235 339.8

合計（千円） 16,235 339.8

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 　前年同四半期比(％) 受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

システムコア開発事業 1,011,489 75.1 556,644 68.7

アプリケーションソフトウェア開

発事業
649,343 71.8 476,327 94.1

ネットワークサポート事業 1,206,042 83.1 688,923 82.8

情報処理事業等 252,802 104.3 65,554 －

合計 3,119,678 79.1 1,787,449 83.2

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（平成21年７月１日から
平成21年９月30日まで）

前年同四半期比（％）

システムコア開発事業（千円） 944,194 73.5

アプリケーションソフトウェア開発事業

（千円）
754,126 79.2

ネットワークサポート事業（千円） 1,230,525 100.5

情報処理事業等（千円） 226,938 93.6

合計（千円） 3,155,785 85.2

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（平成20年７月１日から
平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結会計期間
（平成21年７月１日から
平成21年９月30日まで）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ＮＥＣエレクトロニクス㈱ 465,373 12.6 253,126 8.0

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

  当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

(1)業績の概況

　当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、在庫調整が進展しアジア向け輸出が増加に転じたことや政府

の景気刺激策の効果により、一部に持ち直しの兆しが見られるものの、本格的な景気回復には至っておりません。

企業収益の大幅な減少に伴い設備投資の抑制が続き、失業率の上昇や所得の減少により個人消費も低水準で推移

するなど、依然として厳しい状況で推移しました。

  当社グループが属する情報サービス業界におきましては、引き続き投資規模の縮小や投資の先送りが行われ、顧

客における業務の内製化が進むなど、依然としてマーケットの縮小傾向に歯止めがかかっておらず、価格面におい

ても単価の引き下げ圧力が強まるなど厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、新規ユーザーの開拓と小型案件の受注に積極的に取り組み、大口ユーザー

の受注減を補うべく努めてまいりました。また、市場が急激に縮小し当面需要の回復が見込めない分野において

は、希望退職者を募集するなど今後の人件費の圧縮を図るとともに、あらゆる経費の見直しと圧縮を行い利益の確

保に努めてまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は3,155百万円（前年同期比14.8％減）、営業利益につきまして

は262百万円（前年同期比33.7％減）、経常利益につきましては361百万円（前年同期比12.1％減）、四半期純利益

につきましては155百万円（前年同期比34.9％減）となりました。

　なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。

（イ）システムコア開発事業

　ハードウェア設計業務の一部は好調だったものの、主力の半導体設計業務や組込みソフトウェア開発業務

等において受注が減少するなどし、売上高は944百万円（前年同期比26.5％減）、営業利益は218百万円（前

年同期比35.3％減）となりました。

（ロ）アプリケーションソフトウェア開発事業

　受託ソフトウェア開発は、一部で大型開発案件の受注はあったものの、情報化投資の縮小・延期の影響を

受け、売上高は754百万円（前年同期比20.8％減）、営業利益は108百万円（前年同期比38.9％減）となりま

した。

（ハ）ネットワークサポート事業

　情報インフラに関する部分の業務は、一部で業務の内製化や価格競争があり稼働率低下や原価率が悪化し

ているため伸率が鈍化しておりますが、比較的安定した需要に支えられ、売上高は1,230百万円（前年同期

比0.5％増）、営業利益は231百万円（前年同期比6.7％増）となりました。

（ニ）情報処理事業等

　情報処理業務の市場は年々縮小傾向にありますが、健康保険組合や地方自治体のデータエントリー業務及

びオペレーター派遣業務といった分野は比較的堅調に推移しております。なお、当第２四半期はデータエン

トリー業務において官公庁関連の案件が競争入札となったこと等により利益が減少し、売上高は226百万円

（前年同期比6.4％減）、営業利益は6百万円（前年同期比63.0％減）となりました。

(2)財政状態の分析　

　当第２四半期連結会計期間末において、総資産は8,907百万円と前連結会計年度末に比べ371百万円の減少となり

ました。これは主に、流動資産において現金及び預金が799百万円減少した一方で投資有価証券からの振替えによ

り有価証券が200百万円増加し、固定資産において投資有価証券が購入などにより236百万円増加したことなどに

よるものであります。

　負債は2,173百万円と前連結会計年度末に比べ447百万円減少となりました。これは主に流動負債において、その

他に含まれる未払費用が133百万円、賞与引当金が126百万円それぞれ支払いなどにより減少したことに加え、固定

負債において役員退職慰労引当金が役員退職金の支給により194百万円減少したことなどによるものであります。

　純資産は、6,733百万円と前連結会計年度末に比べ75百万円増加となりました。これは主に利益剰余金が四半期純

利益の計上と配当金の支払いの結果36百万円増加し、その他有価証券評価差額金が株式相場の回復により38百万

円増加したことなどによるものであります。　
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(3)キャッシュ・フローの状況の分析　

  当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期連結会計期

間末に比べ74百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には2,769百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

  当第２四半期連結会計期間において、営業活動の結果得られた資金は17百万円（前年同期比422百万円減）とな

りましたが、これは主に税金等調整前四半期純利益の計上280百万円、賞与引当金の増加315百万円などの増加要因

があったものの、売掛債権の増加464百万円などの減少要因があったことなどによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  当第２四半期連結会計期間において、投資活動の結果使用した資金は0百万円（前年同期比11百万円減）となり

ましたが、これは有価証券の取得による支出100百万円などの増加要因があったものの、有価証券の償還による収

入100百万円などの減少要因があり相殺されたことなどによるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  当第２四半期連結会計期間において、財務活動の結果使用した資金は90百万円（前年同期比285百万円減）とな

りましたが、これは短期借入金の返済による支出60百万円と配当金の支払30百万円によるものであります。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5)研究開発活動　

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は5百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当社グループでは平成21年９月15日開催の取締役会において、浅草技術センターを廃止して、他の技術センター等

へ統合することを決議しております。除却が見込まれる設備等については回収可能価額まで減額し、当該減少額等

を第２四半期連結会計期間において減損損失として計上しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,636,368 7,636,368ジャスダック証券取引所
単元株式数

　 100株

計 7,636,368 7,636,368 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 7,636,368 － 1,448,468 － 1,269,165
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　山崎　陽子　 　神奈川県川崎市麻生区 923 12.09

　山崎　武幹 　神奈川県川崎市麻生区 462 6.05

　山崎　武寛 　神奈川県川崎市麻生区　 462 6.05

　ＫＳＫ従業員持株会 　東京都稲城市百村１６２５番地２ 301 3.95

　有限会社ティーアンドワイ
　神奈川県川崎市麻生区王禅寺西四丁目

　１３番地２５号
261 3.43

ビービーエイチ　フォーフィ

ディリティ　ロープライス　ストッ

クファンド

(常任代理人　

 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行）　

　40　WATER STREET BOSTON MA 02109 

　U.S.A 

　（東京都千代田区丸の内二丁目７番地

　　１号）

259 3.40

　村上　洋子 　東京都稲城市 210 2.75

　竹田　和平 　愛知県名古屋市天白区 195 2.56

　石井　公子 　神奈川県横浜市南区 157 2.06

　ＡＧＳ株式会社
　埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷四丁目

　２番１１号
147 1.92

計 － 3,379 44.25

　（注）上記のほか、自己株式が1,023千株あります。

　

EDINET提出書類

株式会社ＫＳＫ(E04856)

四半期報告書

10/27



（６）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   1,023,300　
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   6,611,300 　 66,113 －

単元未満株式 普通株式       1,768　－ －

発行済株式総数 7,636,368 － －

総株主の議決権 － 66,113 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ＫＳＫ

東京都稲城市百村

1625番地２
1,023,300 － 1,023,300 13.40

計 － 1,023,300 － 1,023,300 13.40

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 538 600 620 600 550 550

最低（円） 500 480 510 505 534 490

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

 　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,969,863 3,769,341

受取手形及び売掛金 2,384,751 2,418,585

有価証券 400,834 200,000

商品 － 624

仕掛品 ※1
 120,099 106,935

原材料及び貯蔵品 657 657

その他 800,171 752,953

貸倒引当金 △3,792 △3,893

流動資産合計 6,672,585 7,245,203

固定資産

有形固定資産 ※2
 714,047

※2
 739,989

無形固定資産 73,631 80,486

投資その他の資産

投資有価証券 912,836 676,618

その他 534,918 536,997

貸倒引当金 △1,000 △1,000

投資その他の資産合計 1,446,755 1,212,616

固定資産合計 2,234,434 2,033,092

資産合計 8,907,019 9,278,296

負債の部

流動負債

買掛金 70,425 112,493

短期借入金 40,000 40,000

未払法人税等 177,733 101,052

賞与引当金 731,200 857,400

その他 634,385 807,349

流動負債合計 1,653,744 1,918,295

固定負債

退職給付引当金 414,051 401,504

役員退職慰労引当金 105,236 300,232

固定負債合計 519,287 701,736

負債合計 2,173,032 2,620,032
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,448,468 1,448,468

資本剰余金 1,636,996 1,636,996

利益剰余金 4,121,296 4,084,766

自己株式 △505,700 △505,700

株主資本合計 6,701,061 6,664,531

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 29,212 △9,734

評価・換算差額等合計 29,212 △9,734

少数株主持分 3,713 3,467

純資産合計 6,733,987 6,658,264

負債純資産合計 8,907,019 9,278,296

EDINET提出書類

株式会社ＫＳＫ(E04856)

四半期報告書

14/27



（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 6,892,211 6,132,343

売上原価 5,355,663 4,999,732

売上総利益 1,536,548 1,132,610

販売費及び一般管理費

役員報酬 95,694 83,047

給料及び手当 194,568 302,603

賞与引当金繰入額 38,787 39,210

退職給付費用 3,033 4,203

役員退職慰労引当金繰入額 21,778 10,529

減価償却費 31,564 29,767

募集費 154,468 －

その他 458,456 364,821

販売費及び一般管理費合計 998,351 834,183

営業利益 538,197 298,427

営業外収益

受取利息 3,727 9,593

受取配当金 18,888 5,250

助成金収入 － 125,357

その他 5,538 3,424

営業外収益合計 28,154 143,625

営業外費用

支払利息 1,402 422

その他 504 215

営業外費用合計 1,907 637

経常利益 564,444 441,415

特別利益

貸倒引当金戻入額 509 100

工事契約会計基準の適用に伴う影響額 － ※
 3,000

特別利益合計 509 3,100

特別損失

固定資産除却損 534 －

特別退職金 － 65,717

減損損失 － 10,425

賃貸借契約解約損 － 4,562

特別損失合計 534 80,705

税金等調整前四半期純利益 564,418 363,810

法人税等 234,829 161,711

少数株主利益 316 245

四半期純利益 329,273 201,854
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 3,702,587 3,155,785

売上原価 2,843,794 2,507,372

売上総利益 858,793 648,412

販売費及び一般管理費

役員報酬 48,937 43,857

給料及び手当 81,689 137,145

賞与引当金繰入額 20,072 16,563

退職給付費用 1,579 2,441

役員退職慰労引当金繰入額 16,981 7,407

減価償却費 16,203 14,914

募集費 68,733 －

その他 208,071 163,176

販売費及び一般管理費合計 462,267 385,503

営業利益 396,525 262,908

営業外収益

受取利息 3,719 6,509

受取配当金 8,542 －

助成金収入 － 90,636

その他 2,861 1,564

営業外収益合計 15,122 98,711

営業外費用

支払利息 279 298

その他 495 215

営業外費用合計 775 513

経常利益 410,873 361,106

特別利益

貸倒引当金戻入額 528 295

特別利益合計 528 295

特別損失

固定資産除却損 534 －

特別退職金 － 65,717

減損損失 － 10,425

賃貸借契約解約損 － 4,562

特別損失合計 534 80,705

税金等調整前四半期純利益 410,866 280,696

法人税等 171,883 125,041

少数株主利益 183 89

四半期純利益 238,799 155,565
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 564,418 363,810

減価償却費 49,934 47,878

減損損失 － 10,425

賃貸借契約解約損 － 4,562

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,005 △100

賞与引当金の増減額（△は減少） △72,200 △126,200

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,554 12,546

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,368 △194,995

受取利息及び受取配当金 △22,616 △14,844

支払利息 1,402 422

有形固定資産除売却損益（△は益） 534 －

売上債権の増減額（△は増加） 10,562 33,834

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,405 △12,540

仕入債務の増減額（△は減少） △28,439 △42,067

その他 72,161 △224,445

小計 536,425 △141,713

利息及び配当金の受取額 22,534 10,232

利息の支払額 △1,464 △422

法人税等の支払額 △450,637 △86,495

営業活動によるキャッシュ・フロー 106,858 △218,398

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △200,000

有価証券の償還による収入 － 200,000

有形固定資産の取得による支出 △15,734 △9,932

無形固定資産の取得による支出 △22,216 △7,779

投資有価証券の取得による支出 － △400,364

その他 5,403 1,615

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,547 △416,460

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 200,000 100,000

短期借入金の返済による支出 △200,000 △100,000

自己株式の取得による支出 △216,359 －

配当金の支払額 △158,845 △164,618

財務活動によるキャッシュ・フロー △375,205 △164,618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △300,893 △799,478

現金及び現金同等物の期首残高 3,208,258 3,569,341

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,907,364

※
 2,769,863
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間
（平成21年4月１日から
平成21年9月30日まで）

 

会計処理基準に関す

る事項の変更

売上高及び売上原価の計上基準の変更　

  受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及

び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月

27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間の期首に存在する契

約を含むすべての契約において当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の

確実性が認められる契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。

　これにより、売上高は97,743千円増加、営業利益及び経常利益はそれぞれ17,527千円増加し、

税金等調整前四半期純利益は20,527千円増加しております。

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（平成21年4月１日から
平成21年9月30日まで）

 

（四半期連結損益計算書関係）　

　前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました販売費及び一般管理費の「募集費」（当第２四半期

連結累計期間6,737千円）は、金額的な重要性を勘案し、当第２四半期連結累計期間においては、販売費及び一般管理

費「その他」に含めて表示しております。

 

　

　
当第２四半期連結会計期間
（平成21年7月１日から
平成21年9月30日まで）

 

（四半期連結損益計算書関係）　

　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました販売費及び一般管理費の「募集費」（当第２四半期

連結会計期間2,520千円）は、金額的な重要性を勘案し、当第２四半期連結会計期間においては、販売費及び一般管理

費「その他」に含めて表示しております。
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【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
　　平成21年９月30日まで）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

 
※1 　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産は、これ

に対応する工事損失引当金31千円（仕掛品に係るも

の）を相殺表示しております。　

※2 有形固定資産の

    減価償却累計額 967,471千円

　  有形固定資産の

    減損損失累計額
12,806千円

 
　　　　　　　　─────────　　　　　　　　　　

　

　

※2 有形固定資産の

    減価償却累計額 937,201千円

    有形固定資産の

    減損損失累計額
9,472千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
　　平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
　　平成21年９月30日まで）

 
　　　　　　　　　　─────────

　

 
※　過年度工事利益は、「工事契約に関する会計基準」（企

業会計基準第15号　平成19年12月27日）第25項に基づき、

平成21年４月１日時点で存在する全ての工事契約につい

て同基準を適用したことによる過年度の工事の進捗に見

合う利益であります。

　　なお、過年度の工事の進捗に対応する工事収益の額及び工

事原価の額は、それぞれ13,000千円及び10,000千円であり

ます。　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
平成21年９月30日まで）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 平成20年９月30日現在  平成21年９月30日現在

現金及び預金勘定 3,107,364千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物 2,907,364千円

　

現金及び預金勘定 2,969,863千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物 2,769,863千円

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類　
当第２四半期
連結会計期間末

 　　普通株式（株） 7,636,368

２．自己株式に関する事項

株式の種類　
当第２四半期
連結会計期間末

 　　普通株式（株） 1,023,396

 ３．配当に関する事項

　  (1)配当金支払額

　
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 165,324 25平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

 (2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

　　なるもの

該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 1,284,025 951,748 1,224,414 242,399 3,702,587 －  3,702,587

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 －  7,803 12,399 2,740 22,943 (22,943) －

 計  1,284,025 959,551 1,236,813 245,139 3,725,530 (22,943) 3,702,587

営業利益  337,749 176,816 217,479 16,249 748,294 (351,768) 396,525

                

当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 944,194 754,126 1,230,525 226,938 3,155,785 －  3,155,785

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 1,784 1,852 8,963 92 12,692 (12,692) －

 計  945,979 755,979 1,239,488 227,030 3,168,478 (12,692) 3,155,785

営業利益  218,383 108,051 231,969 6,014 564,419 (301,510) 262,908
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前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 2,329,916 1,755,812 2,318,366 488,116 6,892,211 －  6,892,211

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 －  14,403 21,218 3,496 39,118 (39,118) －

 計  2,329,916 1,770,215 2,339,584 491,613 6,931,329 (39,118) 6,892,211

営業利益  600,306 284,608 393,608 28,671 1,307,195 (768,998) 538,197

                

当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 1,838,264 1,432,822 2,368,160 493,095 6,132,343 －  6,132,343

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 4,089 4,299 18,921 1,651 28,961 (28,961) －

 計  1,842,354 1,437,122 2,387,082 494,746 6,161,305 (28,961) 6,132,343

営業利益  357,932 157,153 408,894 26,542 950,523 (652,095) 298,427

                

　（注）１．事業の区分

事業はサービスの種類、性質、業務形態等の類似性により区分しております。

２．各区分に属する主要なサービス・製品等の名称

　
システムコア開発事業

　
………

　
ＬＳＩ開発・設計、ハードウェアのシステム設計、組込みソフトウェア開発

　
アプリケーションソフ

トウェア開発事業

　
………

　
パッケージソフトウェアの開発、アプリケーションソフトウェアの受託開発、

ＣＡＤシステム開発、Ｗｅｂシステム開発
　
ネットワークサポート

事業

　
………

　
通信・コンピューター関連システムの構築・現地調整・運用・保守、ＣＡＤ

システムの運用管理、サポートセンター業務
　
情報処理事業等

　
………

　
データエントリー業務、オペレーター派遣業務、介護・福祉サービス等

３．会計処理基準に関する事項の変更

　　当第２四半期連結累計期間

　　（工事契約に関する会計基準）　　

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、受注制作のソフトウエ

アに係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計

基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期

間の期首に存在する契約を含むすべての契約において当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分につい

て成果の確実性が認められる契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その

他の契約については工事完成基準を適用しております。

　　　この変更に伴い、従来の方法によった場合比べて、アプリケーションソフトウェア開発事業に係る売上高は

97,743千円増加し、営業利益は17,527千円増加しております。

　　　なお、アプリケーションソフトウェア開発事業以外のセグメントへの影響はありません。　
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結会計期

間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）並びに前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日

から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）

　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結会計期

間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）並びに前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日

から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）

　　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

　  当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が　な

いため、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　　　当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

  当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）

　  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,017.74円 １株当たり純資産額 1,006.32円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
平成21年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額 47.70円 １株当たり四半期純利益金額 30.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
平成21年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 329,273 201,854

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 329,273 201,854

期中平均株式数（株） 6,902,401 6,612,972

前第２四半期連結会計期間
（平成20年７月１日から
平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結会計期間
（平成21年７月１日から
平成21年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額 34.90円 １株当たり四半期純利益金額 23.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（平成20年７月１日から
平成20年９月30日まで）

当第２四半期連結会計期間
（平成21年７月１日から
平成21年９月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 238,799 155,565

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 238,799 155,565

期中平均株式数（株） 6,842,374 6,612,972

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）

　該当事項はありません。

　　

２【その他】

　 該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月12日

株式会社ＫＳＫ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 潮来　克士　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柏嵜　周弘　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平郡　　真　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＳＫの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＳＫ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

株式会社ＫＳＫ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柏嵜　周弘　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平郡　　真　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＳＫの平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＳＫ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報　

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用して四半期連結財務諸表を作成している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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